



























































































傷癖」「病的感傷性」［１８３１］。ゲーテ（Johann Wolfgang von Goethe,１７４９














































































I. sc. i］に登場する Dame Ashfieldが，何事によらずその隣人である農
家の妻Mrs. Grundyの思惑を気にし恐れては口癖のように「グラン
ディ夫人は何て言うだろう［どう思うかしら］」“What will Mrs. Grundy
say [think]?”といったことから。 文例：“Many are afraid of God, and
more of Mrs. Grundy.”「神を恐れる者は多いが，世間を恐れる人はなお









女」。米国の劇作家・俳優ジョージ・ケリ （ーGeorge Edward Kelly,１８８７
－１９７４）の劇 Craig’s Wife（１９２５）の主人公の名から。
クレオパトラの鼻（Cleopatra’s nose, Le nez de Cléopâtre）「重大な
影響を及ぼす小さな事柄」。ブレーズ・パスカル（Blaise Pascal,１６２３－
６２）の警句からである。彼の『パンセ』Pensées（１６７０年初版）L.413, B.
162に出てくる。“Le nez de Cléopâtre s’il eût été plus court, toute la face
de la terre aurait changé.”（英訳：If Cleopatra’s nose had been shorter, the



















Sir Humphrey Davy ハンフリー卿ディヴィーは
Detested gravy． 肉ソース［グレイヴィー］が嫌いだった。
He lived in odium 彼は嫌悪［オウディアム］して生きた







Edgar Allan Poe エドガー・アラン・ポウは
Was passionately fond of roe． 熱烈な魚卵［ロウ］愛好者だった。
When writing anything gruesome．





The art of Biography 伝記［バイオグラフィ］という芸術は
Is different from Geography． 地理［ジェオグラフィー］とは違う。
But Biography is about Chaps．
























現」。例えば，「元気を出せ，へこたれるな」の意の “Keep a stiff upper
lip.”あるいは“Keep one’s chin up.” を “Keep a stiff upper chin .” と言った
り，「自分を勘定に入れてくれ」の意の “Count me in.” または “I wish to













ド人への差別意識から生じたものでもあろう。例：“It is impossible that




“I’m too busy to do nothing”「ぼくは余りにも多忙なので，何もしな
いでいるなんてことは出来ない」（何となく変な表現だ！）





































名 Louis Charles Adélaïde Chamisso de Boncourt）アーデルベルト・




































てしまったり，或いは “half-f ormed w ish”「半ばしか固まっていない希
い」を “half-warmed f ish”「なま温くされた魚」にしてしまうようなの
を指す。この種の言い誤りをよく犯したことで悪名高いオックスフォー
ド大学ニューカレッジの学長ウィリアム・アーチボールド・スプーナー













































































仲する二人の音楽家ヘンデル（George Frederick Handel, １６８５－１７５９）
とボノンチーニ（Giovanni B. Bononcini,１６７０－１７５０？）とに付けた渾
名から。その後ルイス・キャロル（Lewis Carroll,１７３７－１８３２．本名














































される。一説ではMelbourneの Buckley and Nunn社と noneとの押韻




（Federico Fellini,１９２０－）の『甘い生活』La dolce vita（１９５９）に登場
するような写真家の渾名から。英国の作家ジョージ・ギッシング




































まう。Humpty Dumpty sat on a wall，／Humpty Dumpty had a great




人」 Lewis Carroll作 Through the Looking-Glass の中の人物名から。“in
humpty dumpty fashion”「勝手気ままな意味で」。米国の幼児向けポ










１８６０－１９３７）の児童物語劇 Peter Pan（１９０４）の主人公で Kensignton
Gardensの Never-never Landに住む永遠に生後７日のままの幼児 Peter
Panに因む。ケンシントン公園に像が建てられた（１９１２）。米国の臨床






















ルシェ（Pierre Augustin Caron de Beaumarchais,１７３２－９９）の劇『セ
ヴィリアの理髪師』Le Barbier de Séville（１７７５），『フィガロの結婚』Le
Mariage de Figaro（１７８４），モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart,
３９（１１２）
１７５６－９１）の歌劇『フィガロの結婚』Le Nozze di Figaro, K.４９２（１７８７），
ロッ シ ー ニ（Gioacchino Antonio Rossini,１７９２－１８６８）の 歌 劇『セ
ヴィーリアの理髪師』Il Barbiere di Siviglia（１８１６）に登場する機知溢
れる理髪師から。
フェイギン（fagin）「子供に悪事を教え込む人」「子供たちに盗みを






































ヵ月間実行した後，こう言った。“I had to give it up. It nearly killed
me.”「私はあきらめねばならなかった，殆んど死にそうになったから」。





























































































































だった。“（as）lazy as Ludlam’s dog that leaned his head against a wall to
bark”「ひどい怠け者で」。
ラパリサード（lapalissade）「自明の理」「分り切ったこと」［１８７２］。
“S’il est malade, c’est qu’il n’est pas en bonne santé.”「病気とは健康を害
していることだ」の類いの表現を指す。１６世紀の勇将ラ・パリス（La
Palice［Jacques II de Chabannes, seigneur de,］１４７０？－１５２５）に因む
もの。イタリア戦争で多くの武勲を挙げたが，パヴィアの戦いで倒れた
この将軍の勇猛果敢な戦いぶりを讃えた古い民謡の一節 “Un quart






ヴン（Stephen）が館長のことをそっと嘲って “Monsieur de la Palisse,...
was alive fifteen minutes before his death.”（Bodley Head版 p.２３５）
「ラ・パリス氏は死ぬ１５分前には生きていたか」と口にするのが印象深
い。尚，「ラ・パリスの真理」“vérité de La Palice” なる成句もあって，
これなら人名に由来することが直ぐ判るが，「ラパリサード」は人名の




























メロスの『オデュッセイア』（Homer, Odyssey , ix.８２－１０４）参照。英国








“Between the age limits of nine and fourteen there occur maidens who,
to cetain bewitched travelers, twice or many times older than they,
reveal their true nature which is not human, but nymphic（that is,








［１９６０］――１９５９年には “Lolitaland” として，“Lolitaish” は１９６０年に）された。
［ワ 行］
ワトソン博士（Dr. Watson）「天才の引き立て役」。英国の医師・推理小
















































② “CONSEIL À L’ÉCRIVAIN : Entre deux mots, il faut choisir le moindre.
（Mais que le philosophe entende aussi ce petit conceil.）――Paul valéry,
ŒUVRES, Tome II（Bibliotèque de la Pléiade）p.555.
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The Oxford English Dictionary
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『新英和大辞典』第６版（研究社）
『リーダーズ英和辞典』第２版（研究社）
『小学館ロベール仏和大辞典』
『廣漢和辭典』（大修館書店）
『広辞苑』（岩波書店）
『岩波哲学思想事典』
『職人ことば辞典』（桜楓社）
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